
３ 中 国      People's Republic of China 

<2006年>

人口 13億1,448万人 財政会計年度 １月～12月

(日本の約10倍)
為替制度 

一人当たりＧＤＰ 2,017ドル 通貨  中国元

産業構造(ＧＤＰ構成比) 　１次産業  11.7％ １米ドル＝7.9734元

２次産業  48.9％ 面積 960万k㎡ (日本の約26倍)

３次産業  39.4％

管理フロート制
(05年7/21・9/23、06年1/3、07年
5/18に制度変更有)

-10

-5

0

5

10

15

20

65 70 75 80 85 90 95 00

経済成長率

文
化
大
革
命

天
安
門
事
件

三
中
全
会

ガ
ッ

ト
加
盟
申
請

改
革
・
開
放
政
策
へ
転
換

毛
沢
東
主
義
・
計
画
経
済

日
中
国
交
回
復

経
済
特
区
設
置

中
英
共
同
宣
言

南
巡
講
話

香
港
返
還

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟

西
部
大
開
発

(00～)(01)
(97)(92)

(89)

(86)
(72)

(66)
(78)

(84)(80)

(49～78) (78)

(年)

(前年比、％)

'06

第
11
次
５
か
年
計
画

＜中国経済のこれまで＞

(06～10)

 

＜2007年の経済＞ 

2007年１～９月期の経済成長率は前年比11.5％と高い伸びとなり、景気は拡大が続いている。

07年通年でも11％台と、政府目標の８％前後（全人代、07年３月）を上回り、５年連続の二桁

の高成長となる見込みである（民間機関26社の平均11.3％（07年10月時点））。民間機関の見通

しは半年前（07年４月時点9.7％）に比べ大幅に上方修正されている。個人消費は所得の増加等

から増加しているものの、引き続き投資や輸出が経済をけん引している（なお、06年の成長率

に対する投資の寄与率41.3％、純輸出の寄与率19.5％。）。固定資産投資は、数次にわたる貸出

基準金利の引上げや直接規制等の「マクロコントロール」が強化されたものの、過剰流動性や

地方政府の旺盛な投資意欲等を背景に07年に入り再び伸びを高め、１～10月期（名目）で前年

比26.9％増となった。輸出は、輸出増値税還付率の調整等の輸出抑制策が実施されたものの、

前年比20％台の高い伸びが続き、貿易黒字は１～10月期約2,124億ドルと過去最高額を更新した。

消費者物価上昇率は、食品価格等の上昇により06年後半から上昇がみられ、３月より政府目標

の前年比３％以内を超え、８月以降は同６％台で推移している。（都市部）失業率は03年以降ほ

ぼ横ばいで推移している。 



96～05年 2006年 2007年 2008年 民間機関
政府 ＡＤＢ ＩＭＦ 政府 ＡＤＢ ＩＭＦ

実質ＧＤＰ 前年比％ 9.1 11.1 8.0前後 11.2 11.5 ― 10.8 10.0 実質ＧＤＰ
名目ＧＤＰ 同上 11.7 14.7 ― ― ― ― ― ― 2007年
  個人消費 同上 9.6 12.5 ― ― ― ― ― ― 平均 11.3
  総固定資本形成 同上 14.0 16.6 ― ― ― ― ― ― 最大 11.8
鉱工業生産 同上 12.5 16.6 ― ― ― ― ― ― 最小 10.5
消費者物価 同上 1.6 1.5 3.0 4.2 4.5 ― 3.8 3.9
失業率 ％ 3.6 4.1 4.6 ― ― ― ― ― 2008年
経常収支 億米ドル 2,499 ― ― ― ― ― ― 平均 10.3

（ＧＤＰ比） ％ (9.4) ― (10.9) (11.7) ― (10.5) (12.2) 最大 11.6
財政収支 億米ドル ▲ 271 ▲ 307 ― ― ― ― ― 最小　9.0
（ＧＤＰ比、年度） ％ (▲ 1.0) (▲ 1.2) ― ― ― ― ― （26社）
政府債務残高 億米ドル ― ― ― ― ― ― ―
（ＧＤＰ比、年度末） ％ ― ― ― ― ― ― ―

(備考)　1.中国統計年鑑等より作成。

(備考)　2.政府見通しは全国人民代表大会（2007年３月）にて発表。ＡＤＢは“Asian Development Outlook 2007 UPDATE”（2007年９月）、

　   　　 ＩＭＦは“World Economic Outlook”（2007年10月）による。

　　　　3.総固定資本形成は民間と公的を含む。鉱工業生産は付加価値ベース。失業率は都市部のみの数値。

中国の主要経済指標

＜2008年の経済見通し＞ 

2008年の経済成長率は、中国当局によるマクロコントロールの引締め効果、世界経済の減速

の影響等から、成長率は07年よりやや鈍化するものの、６年連続で二桁台を維持すると見込ま

れている（民間機関26社の平均10.3％（07年10月時点））。しかし、投資や消費の高い伸びが続

けば上振れする可能性もあると考えられる。他方、下方リスクとしては、賃金上昇等のコスト

高による企業収益の悪化、国際商品価格の上昇によるさらなる物価上昇のほか、今後の景気過

熱を十分に抑制できない場合には、超過供給の発生等により、中国経済が調整局面を迎え、結

果的に成長率が減速するおそれが挙げられる。 

 

＜財政金融政策の動向＞ 

財政政策をみると、2006年度の財政赤字は2,163億元（ＧＤＰ比1.0％）となった。07年度の

財政赤字は2,450億元（同1.2％）と見込まれる。全国人民代表会議（07年３月）においては、

歳出に関して、三農問題の解決のほか、社会保障等の民生問題、科学技術等に重点を置くとさ

れた。また同会議において、経済構造の産業高度化や「質」の向上を推進するため企業所得税

法が可決され、国内・外資企業の企業所得税率が25％に統一された。ただし、ハイテク、環境

等の分野の企業に対しては優遇税率を適用することとした。その他の財政政策としては、５月

30日からの株取引にかかる証券取引印紙税率の引上げ（0.1％→0.3％）や、外貨準備を運用す

る中国投資有限責任公司の資本金の一部とする特別国債（総額1.55兆元）の発行が実施された。 

金融政策については、貿易黒字の拡大等による外貨の流入や人民元に対する介入等により過

剰流動性が生じており、中国人民銀行（中央銀行）は、流動性管理の強化、固定資産投資の伸

びの抑制、物価の安定維持等を目的として、07年に入り一層の金融引締めを実施し、貸出・預

金基準金利を５回、預金準備率を９回引き上げた。為替政策については、05年７月に通貨バス

ケットを参考とした管理変動相場制に移行した後、為替レートの変動を市場に委ね、基本的に

安定した状態を維持しながら、変動幅を拡大させるとしている。しかしながら、人民元は米ド

ルに対し、05年７月の約２％の切上げ後から約10％の増価にとどまっていることなどから、変

動幅のさらなる柔軟化の必要性も指摘されている。 

その他、10月の中国共産党第17回全国代表大会において、一人当たりＧＤＰを20年に2000年

の４倍とすることなどが目標として示された。 


	３　中国　People's Republic of China


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 1200
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1200
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


